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去
る
平
成
19
年
1
月
29
日
、
浜
松
市
医
療
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

浜
松
市
医
療
奨
励
賞
は
、
医
療
の
振
興
を
図
る

た
め
昭
和
50
年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
市
内

の
医
療
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
た
個
人
の
医
師
や

団
体
な
ど
に
対
し
て
授
与
さ
れ
ま
す
。
毎
年
5
件

前
後
の
個
人
ま
た
は
団
体
が
選
ば
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
近
隣
の
市
町
村
が
合
併
し
新
生
浜
松

市
に
な
っ
た
年
で
、
8
件
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
式
で
は
、
北
脇
市
長
か
ら
表
彰
状
と
盾
、
そ

れ
に
副
賞
の
賞
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
写
真

1.

2.

3
）

　

今
回
の
受
賞
の
対
象
と
な
っ
た
私
の
研
究
テ
ー
マ

は
、『
大
腸
腫
瘍
性
病
変
に
対
す
る
内
視
鏡
的
粘

膜
下
層
剥
離
術（
E
S
D
）
〜
そ
の
適
応
の
妥
当

性
と
将
来
性
に
つ
い
て
〜
』
と
い
う
も
の
で
す
。

　

大
腸
の
ポ
リ
ー
プ
や
早
期
が
ん
に
は
、
ポ
リ
ペ

ク
ト
ミ
ー
な
ど
の
方
法
で
内
視
鏡
治
療
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
松
田
病
院
で
は
2
0,
0

0
0
個
以
上
の
ポ
リ
ー
プ
を
切
除
し
て
き
て
お
り

ま
す
。
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写真 2　審査委員長と受賞者（前列右から 2 人目が浅野医師）
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写真 1　市長から授与　



　

と
こ
ろ
が
、
大
き
な
病
変
で
は
い
く
つ
か
に
分

割
し
な
け
れ
ば
切
除
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
が

ん
の
範
囲
や
深
さ
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
と
い
う

欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
早
期
胃
が
ん
の
治
療
法
と
し
て
E
S
D

（
内
視
鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術
）
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ネ
ア
と
呼
ば

れ
る
リ
ン
グ
状
の
器
具
を
用
い
て
一
気
に
切
除
す

る
方
法
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
少
し
ず
つ
粘
膜

を
は
が
し
て
い
く
方
法
で
す
。
大
き
さ
に
関
係
な

く
ひ
と
か
た
ま
り
に
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

E
S
D
は
、
胃
の
病
変
で
は
普
及
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
大
腸
の
病
変
で
は
ま
だ
あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
大
腸
は
胃
に
比
べ
て

壁
が
薄
く
、
ま
た
、
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
て
不
規

則
な
し
わ
や
襞
を
乗
り
越
え
る
よ
う
な
病
変
が
多

い
た
め
、
大
変
難
し
い
か
ら
で
す
。
安
全
に
行
う

た
め
に
は
、
高
い
技
術
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

松
田
病
院
で
は
、
2
0
0
3
年
か
ら
胃
の
病
変

で
E
S
D
の
技
術
を
確
立
さ
せ
た
後
、
大
腸
内
視

鏡
治
療
の
豊
富

な
経
験
を
生
か

し
、
2
0
0
4

年
か
ら
大
腸
病

変
に
も
適
用
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
約

80
例
に
対
し
て

施
行
し
て
い
ま

す
。
従
来
で
は
開
腹
手
術
と
な
っ
て
い
た
10
㎝
を

超
え
る
病
変
も
、
E
S
D
に
よ
り
手
術
せ
ず
に
切

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
写

真
4
）

 　

今
回
の
浜
松
市
医
療
奨
励
賞
は
、
こ
の
先
進
的

な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
受

賞
の
8
件
の
う
ち
、
私
の
み
が
個
人
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
が
、
最
先
端
の
治
療
を
と
も
に
支
え
て

く
れ
た
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
、
対
象
と
な
る
患
者
様

を
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
医
療
機
関
の
先
生

方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

　

今
後
、
大
腸
肛
門
疾
患
の
専
門
医
療
施
設
と
し

て
、
さ
ら
に
安
全
で
確
実
な
治
療
と
し
て
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
浜
松
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ham

am
atsu.shizuoka.jp/

square/room
/interview

/190131/05.htm

写真4　ESDにより切除されたS状結腸の10cmの病変

大きな病変に対する従来の内視鏡治療

分割EMR

大きな病変に対する新しい治療ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）



肥満は万病のもと？	メタボリックシンドロームのお話

本人の 3 大死因とされるがん、心臓病、脳血管障害は、
いずれも生活習慣を改善することで、ある程度予防

が可能であることがわかってきました。そこで生活習慣と密
接に関係する高血圧、糖尿病、高脂血症、肥満症などを生活
習慣病と呼ぶようになりました。皆様は検診や人間ドックで
これらの生活習慣病に要注意といわれたことがありません
か？　また太り気味、コレステロールがやや高めなど、少々
指摘されることが当たり前、と思っていませんか？　１つ１
つも重篤になれば侮れない病気ですが、より多くの生活習慣
病を合併することで、冠動脈疾患（狭心症や心筋梗塞などの
心臓病）を起こす危険率がぐんと上昇することがわかってき
ました（図 1）。そこで今度は生活習慣病を合併したものを
メタボリックシンドロームと呼ぶようになりました（表 1）。

ここで注目していただきたいことは、生活習慣病の中でも肥
満症がメタボリックシンドロームの必須条件であることで
す。どうしてでしょうか？　実はすべての生活習慣病の最も
根本的な原因が、内臓脂肪であることがわかってきたからで
す。肥満症があると他の生活習慣病を合併しやすく、逆に肥

満症を改善すれば他の生活習慣病も是正できるというデータ
も出てきています。では肥満症とは一体何でしょうか？　身
長と体重から BMI を計算したり、巻尺でウエストを計測する
ことで、自分が肥満症なのか簡単確実に診断できます（表 2）。

れでは、どうすれば肥満症を克服できるでしょうか？
これこそ生活習慣の改善に他なりません。しかし何

も特別なことをする必要はありません。昔から体に良しとさ
れていることを実践すればいいのです。たとえば食事は、バ
ランスよく腹八分目としましょう（表 3）。あれは駄目、こ

れも駄目ではないのです。そしてこれさえ食べていれば大丈
夫というものもありません。運動も、週に 2 〜 3 回、20 〜
30 分の軽めの運動がいいのです。がむしゃらにやる必要は
ありません。例えばジョッギングなら、鼻歌が歌える程度の
速度で 20 分間ほどがいいのです。もう少し走れるけれど今
日はこれでやめておこう、明日に余力を残しておこうという
気構えでいきましょう。
メタボリックシンドロームは、スピードと効率が第一の現代
社会が作ってしまった病気かもしれません。あくまでもマイ
ペースで、楽しみながら食事や運動に留意しましょう。

日

河合めぐみ	医師

（図 1）

（表 2）

（表 3）

（表 1）

そ

肥満症

生活習慣病の数と冠動脈疾患の発症

食生活指針

Metabolic  syndrome

メタボリック　シンドローム



日常の医療活動の中から提起された問題の調査・研究活
動成果を発表する場として開催している松田病院学会は、
今年で 13 回目を迎えました。今年度は「専門病院のあ

り方を考える」をテーマとして計 10 演題の発表があり
ました。その中から今回は、昨年当院に導入された新し
い CT 装置についての報告をご紹介いたします。

仮想大腸内視鏡検査の事です。CT 撮影で得られたデータを基

に、work station にて内腔（大腸の中）の観察を行います。

（図 1）

また、volume rendering（VR）処理を使って 3D 作成を行

うと、CT 注腸画像も作成できます。（図 2）

当院では平成 18 年 3 月に 16 列 MDCT 及び work station

が導入されました。従来の装置に比べ細かい画像をより早く撮

影することが出来るようになり、血管の 3D 画像作成や、CT 

Colonography（CT-C）が可能となりました。大腸・肛門病

の専門病院としては CT-C という新しい分野に対し、積極的に

取り組んでいこうと思っております。そこで、これまでに行っ

てきた CT-C について概要をまとめましたので報告します。

第13回松田病院学会より

基本的にはどなたでも可能です。しかし、大腸を膨らますと

便意や膨満を伴った腹痛が生じる場合があります。検査後、

ガスを出して頂ければ楽になりますが、検査中（5 分程度）

は我慢して頂くことになります。もし大腸の膨らみが不十分

なとき、空気を追加しても我慢できない（空気が漏れてしまう）

場合は、内腔の観察が出来ないので判定不能となります。

現状は必要であり、とても重要です。固形残渣（堅い便）が残っ

ていると、隆起性の所見（ポリープなど）と判別できないこ

とがあります。また、水溶性残渣（水っぽい便）が残ってい

ても観察範囲が限定されてしまい、検査精度の低下となりま

す。（図 3）

これまでに行ってきたデータを基に、CT-C の感度　 を算出し

てみました。方法は CT-C と大腸内視鏡の両検査を行った方を

対象とし、内視鏡検査の感度を 100 と仮定して算出しました。

全所見：73.7%　進行がん：100%　早期がん：50%
炎症：0%　　 ポリープ：87.5%
CT-C 検査では色調変化を描出することは出来ないため、炎症

所見や瘢痕所見は描出できません。しかし、隆起性病変（進行

がんやポリープなど）に対しては約 90％と高い感度を示しま

した。検査の再現性の高さや客観性の良さ、簡便さも考慮する

と、今後大腸のスクリーニング検査として大きな役割を担って

いけると考えています。

下剤による前処置を行って大腸をきれいにします。その後、

肛門から空気を入れ大腸を膨らませた状態で CT 撮影を行い

ます。空気の再分布と残渣の確認の為、仰臥位（仰向け）と

腹臥位（うつ伏せ）の 2 方向を撮影していますが、それでも

検査はおよそ 5 分程度で終了します。

大腸スクリーニング検査における CT	Colonography の適応に向けて　	放射線部		山田英司

 図 1. 大腸内視鏡と仮想大腸内視鏡（大腸がん）

図 3. 固形残渣と水溶性残渣

図 2. 注腸と CT 注腸（大腸がん）

※ 1

※ 1  感度：内視鏡検査での所見（異常）の数が 100 であった場合、CT-C での所見の数。

そもそもCT-Cって何？Q.

誰でも簡単にできるの？Q.

前処置はどうしても必要？Q.

検査精度は？Q.

どうやって検査するの？Q.



体に異変を感じたときは勿論、変化がなくても健康
診断を受診するなど、我々が日々の生活を快適に送

る上で医療は密接に関わっています。現代の医療は高度化し、
かつ最先端の技術を駆使したものが多く、専門に特化しつつ
あります。現代医療の現場は、患者様により質の高い安全な
医療サービスを提供するために、医師をはじめ看護師、薬剤
師、検査技師等、多職種にわたる専門スタッフで構成されて
います。
　しかし、医療の高度化・専門化・細分化とともに、医療事
故の話題がメディアをにぎわし、リスクマネジメントに対す
る関心も高まってきました。また、厚生労働省を中心に医療
安全対策が進められ、医療施設にとっても医療事故防止対策
が重要課題の一つであるという意識も高まってきました。

　日常の医療行為の中では、「ベッドから落ちて受傷した」「薬
の種類を間違って処方した」「点滴が詰まり止まってしまっ
た」「入力ミスをした」等、種々の事例があります。私たちは
これらを「ヒヤリ・ハット」と呼び、重大事故の前段階とし
てとらえ、未然に防止するために常に対策を講じています。
　今回、当院がどのように医療安全対策に取り組んでいるか、
組織と業務内容についてご紹介したいと思います。
　まず、組織としてリスクマネジメント委員会が設置されて
います。この委員会の中にある部会では、医師、薬剤師、看護
師、臨床検査技師、事務等が集まり、ヒヤリ・ハット予防の実
効的な会として活動しています。部会で検討された内容が実
行されると同時に、医局長、看護部長、事務長、企画室長等で
構成されている委員会が、ヒヤリ・ハット及び医療事故発生
防止の対策を全病院で横断的に行っています。

療の現場で実際にヒヤリ・ハットの事例が発生した
場合、速やかに所定の用紙に記載し、リスクマネー

ジャへ報告します。各部署担当のリスクマネージャは内容の
調査、原因を確認し、防止に関する検討、改善案等、意見があ
れば報告書に記載し委員会へ提出します。提出された内容は、
リスクマネジメント部会で調査、協議され委員会へ上申され
ます。委員会では、早急に対処しなければならない問題から
対策案を考え、各部署のリスクマネージャを中心に実施に移

します。紛争等、法的問題が発生すれば、これらの処理も行
います。また、医療安全管理者は、各部門とコミュニケーショ
ンを図り、課題の要請、マニュアル整備、見直し、ヒヤリ・ハッ
トの集計、分析、改善及び職員のための教育研修等、企画立
案など全体の調整を行います。
　昨年（平成１8 年）、当院でのヒヤリ・ハットの報告事例は
129 件でした。111 床の病院として、この数が多いか少な
いかはわかりませんが、このうちシステムエラーと思われる
内容には、建物に関するもの、プログラムの誤作動、マニュ
アルの不備などがあげられ、ヒューマンエラーではコミュニ
ケーション不足、ルールを守らない等がありました。知識不
足、技術不足、教育指導不足等、両方に関与する内容も見ら
れました。現在、これらの情報をもとに重要薬剤の添付シー
ルの見直し、薬剤混注の際の声だし確認、ダブルチェック、
誤認防止のリストバンド装着、転倒防止のためのマット設置
等、院内でのヒヤリ・ハット、医療事故を未然に防ぐことが
できるよう努力しております。

年前、米国の医学研究所（IOM）から『人は間違え
るもの（To error is Human）』が出版され、ヒュー

マンエラー、ヒューマンファクターについて論じられるよう
になったのは最近のことです。この「間違える」行動を認識
し、重大なミスを引き起こさないよう努力することが医療関
係者に求められています。現在、当院では報告書の内容を分
析し、同様のミスが軽減できるよう、また身近な情報をスタッ
フで共有できるよう活用を行っています。ちょっとした声掛
けやダブルチェック、コミュニケーション等で防げるミスも
散見でき、対策の方向性を確認しているところであります。
　医療安全対策は歴史が浅く発展途上の分野ですが、各医療
機関での医療安全管理室設置も義務化される方向にあり、今
後、医療施設および患者様にとって重要な役割を果たす部門
となることが予想されます。患者様が安心して医療を受ける
ことができるよう、また患者様に良質で安全な医療を提供で
きるよう、今後の活動につなげたいと思います。

　当院ではヒヤリ・ハット事例収集事業・定点医療機関とし
て（財）日本医療機能評価機構に登録し、関連施設との情報
交換等の活動を積極的に行っています。

リスクマネジメント（医療安全管理）に対する当院の取り組み
企画室情報管理課	中安小百合

ネームバンド 転倒予防マット輸液ポンプ 風呂場の滑り止めマット洗面滑り止めマット

身

医

数

・入院された患者様の誤認防止のためのネームバンドの装着
・点滴のつまりをアラームで知らせる輸液ポンプセットの増設
・洗面台の床濡れによる転倒防止のためのマットの設置

・風呂場の滑り止めマットの設置
・ベッドから降りる際、足が床に着くとアラームがなる
　転倒予防マットの検討
・低床ベッドの導入

改善策の実施例



　

緑
輝
く
木
々
と
清
々
し
い
風
に

つ
つ
ま
れ
た
自
然
の
美
し
い
季
節

で
す
。
一
言
私
見
を
述
べ
ま
す
。

　

都
道
府
県
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
診
療
所
、

助
産
所
の
基
本
情
報
と
、
あ
る
種

の
院
内
サ
ー
ビ
ス
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

払
い
シ
ス
テ
ム
、
相
談
窓
口
の
有
無
）
を
公
表
す
る
医
療
情
報
公
表
制
度
が
、
こ
の
4
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
が
2
0
0
8
年
度
ま
で
は
ま
だ
未
整
備
と
は
言
え
、
果
た
し
て
国
民
の
医
療
施
設

選
択
の
有
効
な
指
針
と
な
る
の
か
ど
う
か
、
ま
た
患
者
さ
ん
と
医
療
機
関
と
の
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た

関
係
を
改
善
し
て
信
頼
関
係
を
再
構
築
す
る
上
で
特
効
薬
と
な
る
の
か
、
さ
も
な
く
ば
劇
薬
と
な

る
か
、
注
目
さ
れ
ま
す
。  

　

と
こ
ろ
で
、
医
療
情
報
公
表
制
度
を
整
備
す
る
上
で
充
分
吟
味
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
も
う
一
つ
の
情
報
発
信
、
つ
ま
り
各
医
療
機
関
独
自
の
広
告
制
度
で
す
。
こ
れ
は
大
幅
に

規
制
緩
和
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
死
亡
率･

再
入
院
率
、
専
門
外
来
、
未
承
認
医
薬
品
で
の
治

療
に
関
す
る
情
報
発
信
は
禁
止
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
都
道
府
県
の
チ
ェ
ッ
ク
が
入
り
悪
質
な

場
合
は
罰
則
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
厚
労
省
の
検
討
会
が

広
告
可
能
な
事
項
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
「
医
療
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
GL
）」
を
つ
く
り
、
3

月
に
医
政
局
長
通
知
が
出
て
4
月
に
疑
義
解
釈
（
Q
&
A
）
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
正
式
に
は
「
医
業
若
し
く
は
歯
科
医
業
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に

関
し
て
広
告
し
う
る
事
項
等
及
び
広
告
適
正
化
の
た
め
の
指
導
等
に
関
す
る
指
針
」
と
い
い
、

1
）
広
告
規
制
の
趣
旨　

2
）
広
告
規
制
の
対
象
範
囲　

3
）
広
告
可
能
な
事
項　

4
）
禁
止
さ

れ
る
広
告
な
ど
6
章
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
広
告
の
定
義
と
し
て
、　 

患
者
の
受
診
等

を
誘
引
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
（
誘
引
性
）　 

医
業
を
提
供
す
る
者
の
氏
名
、
名
称
、
病
院
、
診

療
所
の
名
称
が
特
定
可
能
で
あ
る
こ
と
（
特
定
性
）　 

一
般
人
が
認
知
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と

（
認
知
性
）、
の
3
つ
を
全
て
満
た
す
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
細
か
く

具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
「

OK
」、「
NO
」
と
解
説
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
指
針
と
し
て
は
っ
き
り
し

て
い
て
良
い
こ
と
で
す
。
特
に
「
医
療
法
上
の
規
制
の
た
め
病
院
名
は
記
載
で
き
ま
せ
ん
」と
い
っ

て
住
所
や
電
話
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
広
告
と
見
做
な
す
と
断
言
し
て
い
て
、
一
応
逃

げ
道
を
ふ
さ
い
で
い
ま
す
。
人
間
の
心
理
を
突
い
て
い
て
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
禁
止
さ
れ

る
広
告
の
中
で
、
他
の
医
療
機
関
と
の
優
劣
を
表
現
す
る
も
の
、
患
者
さ
ん
の
体
験
談
、
テ
レ
ビ

の
健
康
番
組
で
の
治
療
や
健
康
改
善
法
な
ど
の
紹
介
は
認
め
ら
れ
な
い
と
あ
り
ま
す
。
思
い
当
た

る
項
目
で
す
ね
。
し
か
し
医
療
に
関
す
る
広
告
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の
の
具
体
例
で
は
、
学
術
論

文
、
学
術
発
表
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
前
二
者
は
当
然
で
す
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
自
由
に
解
放
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開
が
可
能
か
興
味
津
々
で
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
国
民
が
患
者
と
し
て
自
ら
の
病
気
と
対
峙
し
、

医
療
機
関
の
選
択
、
主
体
的
な
治
療
へ
の
参
加
が
可
能
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
は
こ

の
度
、
国
民
に
対
し
て
行
っ
た
行
政
の
責
務
と
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で

は
従
来
と
同
じ
よ
う
に
国
民
に
対
し
て
美
味
し
い
こ
と
ば
か
り
し
か
伝
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
が
願
う
の
は
、
患
者
さ
ん
が
本
当
に
治
療
に
対
す
る
自
己
決
定
権
を
有
し
て
い
る
な
ら
、

国
民
に
対
し
て
も
医
療
費
の
無
駄
使
い
防
止
や
疾
病
に
対
す
る
自
己
責
任
、
医
療
の
本
質
で
あ
る

不
確
実
性
と
生
体
反
応
の
個
別
性
な
ど
を
是
非
伝
え
て
お
く
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
に

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
禁
止
さ
れ
る
広
告
で
内
容
が
虚
偽
に
わ
た
る
広
告
に
、「
絶
対
安
全
な
手
術
」

を
挙
げ
て
い
て
、こ
れ
に
対
し
て
は「
医
学
上
あ
り
得
な
い
」と
喝
破
し
て
い
ま
す
。
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
強
調
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
厚
労
省
ば
か
り
で
な
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
溢
れ

で
る
医
療
情
報
を
、
国
民
が
誤
解
を
し
な
い
で
ど
の
よ
う
な
尺
度
で
公
正
に
認
識
す
れ
ば
よ
い
か

な
ど
、
国
民
に
と
っ
て
耳
の
痛
い
情
報
を
も
伝
え
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で

こ
そ
国
民
と
医
療
機
関
が
同
じ
土
俵
に
上
る
こ
と
が
で
き
、
利
害
の
一
致
し
た
協
調
関
係
が
で
き

る
と
思
う
か
ら
で
す
。
く
し
く
も
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
意
見
が
4
月
8
日
に
行
わ
れ
た
日
本
医
学

会
総
会
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
日
の
医
学
教
育
、
医
療
費
度
の
問
題
点
と
そ
の
改
革
」
で
も
出

て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
最
近
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
医
療
情
報
が
医
療
法
の
広
告
と
は
違
っ
て
規
制
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
半
ば
自
由
に
き
わ
ど
い
情
報
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
一

部
で
第
三
者
が
情
報
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
認
証
す
る
、
と
い
う
医
療
健
康
情
報
認
証
機
構
が
活

動
し
始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
医
療
内
容
や
、
苦
情
の
対
応
、
情
報
源
の
管
理
な
ど
の
処
理
レ

ベ
ル
を
審
査
し
て
認
定
書
を
発
行
す
る
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に
認
証
制
度
ば
や
り
の
医
療
界
で
あ

り
ま
す
。
多
種
類
の
認
証
を
得
る
た
め
に
医
療
機
関
が
さ
ら
に
疲
弊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
無
駄
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

院長◎松田 保秀

院 長 の
一 言
メ ッ セ ー ジ

行政による医療情報公表制度について一言

1

3

2

緩
和
さ
れ
た
広
告
制
度

下関市「功山寺」にて



INFORMATION
　

最
近
、
鼻
か
ら
細
い
内
視
鏡
を
入
れ
る
楽
な
胃
カ
メ
ラ
検
査
、「
経
鼻
内
視
鏡
」
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
松
田
病
院
に
も
昨
年
12
月
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
当
院
が
導
入
し
た

O
L
Y
M
P
U
S
社
製
の
カ
メ
ラ
は
直
径
約
5
㎜
で
、現
在
世
界
で
一
番
細
い
胃
カ
メ
ラ
で
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
島
根
県
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
い
て
い
る
宮
脇
先
生
が
5
年
く
ら
い
前
か
ら

始
め
た
方
法
で
、急
速
に
全
国
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。鼻
か
ら
カ
メ
ラ
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

嗚
咽
（
オ
エ
ッ
と
な
る
感
じ
）
の
原
因
と
な
る
舌
根
の
刺
激
が
な
い
の
で
苦
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
鎮
静
剤
で
眠
る
必
要
が
な
い
の
で
、
患
者
様
は
検
査
中
、
自
分
の
胃
の
中
の
映
像
を
見
た

り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

鼻
の
通
り
道
の
細
い
方
の
場
合
に
は
、
鼻
血
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
少
し
の
圧
迫
で
止
ま
り
ま
す
か
ら

心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　

松
田
病
院
で
は
経
鼻
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
主
治
医
か
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
経
鼻
内
視
鏡
」
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
こ
こ
ま
で
元
気
に
し
て
も
ら
っ
た
松
田
病
院
に
、
恩
返
し
を
し
た
い
と
の
思

い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
か
れ
こ
れ
12
年
に
な
り
ま
す
。」（
70
代 

女
性
）

　

こ
の
患
者
様
は
、お
得
意
の
裁
縫
で
長
年
に
わ
た
り
布
袋
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
今
回
感
謝
の
意
を
こ
め
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
尿
を
溜
め
る
袋
を
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
覆
う
袋
。
持
ち
運
び
に
も
便
利

で
、女
性
ら
し
い
可
愛
い
柄
で
気
持
ち
も
和
み
ま
す
。
こ
の
袋
は
術
後
か
ら
3
年

の
間
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

②
看
護
師
の
白
衣
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
納
ま
る
ペ
ン
ケ
ー
ス
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
白
衣

が
汚
れ
な
い
よ
う
に
と
の
お
心
遣
い
が
伺
わ
れ
ま
す
。
術
後
5
年
目
か
ら
現
在

ま
で
看
護
職
員
全
員
の
90
名
分
、
毎
年
作
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
う
し
た
患
者
様
の
気
持
ち
を
活
力
に
し
て
、
看
護
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
看
護
部
長 

金
子
早
苗
）

編
集
後
記

V
O
L
35

.

　

松
田
病
院
学
会
も
今
年
で
13
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
院
内
向
け
の
学
会
で
す

が
、
内
容
も
年
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
回

一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
特
集
の

大
腸
E
S
D
は
、
現
在
、
当
院
で
の
実

施
者
数
が
静
岡
県
は
も
と
よ
り
東
海
地

方
で
最
も
多
く
、
早
期
が
ん
な
ど
を
内

視
鏡
で
切
除
す
る
た
め
、
従
来
開
腹
手

術
が
必
要
で
あ
っ
た
場
合
も
必
要
な
く

な
る
と
い
う
新
し
い
治
療
法
で
す
。
そ

の
ほ
か
、
今
回
は
最
近
話
題
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
お
話
で
し
た
が
、
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
今
後
取
り
上
げ

て
ほ
し
い
題
材
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
委
員
会　

渡
部
真
一

布
袋
を
作
り
続
け
て
12
年

JR ＝浜松駅下車  タクシーで 10 分　高塚駅下車  タクシーで 5 分
バス＝浜松駅バスターミナル 5 番ポール（宇布見、山崎行）乗車
　　　東彦尾または西郵便局下車　徒歩 5 分
　　　患者様駐車場 180 台
E-mail　cra@matsuda-hp.or.jp
ホームページ　http://www.matsuda-hp.or.jp/

【外来診療のご案内】

午前中の診療に限り予約制になっております。
※予約のない方は、予約外担当医師が診察いたします。

●患者様へお願い●月１回、必ず保険証の提示をお願いいたします。

松田病院
TEL.053—448—5121（代）

（発行／松田病院広報委員会）
FAX.053—448—9753

受付時間 月 火 水 木 金 土

その他の診療科

胃腸科・肛門科	

IBD（炎症性腸疾患）外来
ヘルニア外来
便秘外来
泌尿器科相談
内科相談
ストーマ外来
泌尿器科相談
女性専門外来

松田病院

特 定 医 療 法 人
社 団　 松 愛 会

8：30 〜11：30
8：15 〜14：00
14：00 〜16：00

● ● ● ● ●

● ● ●
●

受 付 時 間 月 火 水 木 金 土

8：30 〜 11：30

14：00 〜 16：00
14：00 〜 15：00

●

●
●

●

●
● ● ●
●

●

●
●
●

②ペンケース

①ハルンバックカバー

〒432―8061 浜松市西区入野町753番地 




